
ディプロマポリシー（卒業の認定に関する方針） 
 
 日本工学院は、特定の業種・職種を通じて社会に貢献できる実践的職業人としての基
礎や知識・技術と、必要な資格を身につけた人材、それぞれの分野において実践的専門
職業人としての自覚を有する人材を育てます。 

また地域社会や産業が持つ様々な問題を見つけ出し、連携してそれらの問題を解決し
てゆく能力を身につけるとともに、現代社会の一員としての責任を自覚し、自発的に貢
献活動ができる人材を育成し社会に送り出します。  

そのために卒業時点で身につけるべき以下の能力を定めます。 
 
（１） それぞれの分野の専門知識と、技能および技術実践力を有し、社会人として必

要な基礎力と国際的感覚を身につけている。 
（２） 必要な知識や技術を習得するために、自ら学習する習慣と能力を身につけて

いる。 
（３） 自らの思考力・判断力を滋（いつく）しみ、養（やしな）い、他者と協調する

ことにより必要な表現力を身につけている。 
（４） 問題解決のための協働作業と連携・協力関係を作り上げ、多様な社会において、

それぞれの専門力を活かすことができる。 
（５） 社会に対して守るべき倫理や社会的責任を理解している。 

 
日本工学院は目的達成型の実践的教育機関として、カレッジ・学科の教育設計図（※）

と、それに基づくカリキュラムに沿った所定の時間の授業を受講し、試験・演習などの
成績評価をクリアし、課程の要件を満たし修了した者に卒業を認定します。卒業者には
専門士（修業年限２年または 3 年の課程）あるいは高度専門士（修業年限４年の課程）
の称号が付与されます。 
 


